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のためにヘモグロピル 4 量体α'J3 2中でα 鎖はコバルトヘムをもち， β 鎖は鉄ヘムをもっ分子[α'2(CO)β2
( Fe)J と，逆にβ 鎖はコバルトでα 鎖は鉄の分子[α2(F叫ん( Co)J を作った。コバルトには一酸化炭素
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は配位しないので. pHの変化とともに鉄のサブユニットの一酸化炭素配位の有無が，タンパク構造を
通してコバルトの電子状態にどう影響するか見ることができる。その結果 α 鎖のコバルトの EPR
はpHが低く， β 鎖に一酸化炭素がない時は他の場合とはちがっていることがわかった。 β 鎖のコバル




その常磁性共鳴吸収 (EP R) はまだ観測されていない。 Fe 2 +は Co 2 +で置換することができる。この




卜のヘモグロビンを用い，ヘモグロビン 4 量体α/32 の中で、α鎖 2 個のFe 2 +のみを Co 2 + で置きかえたも
のとβ 鎖 2 個の Fe 2 +のみを Co2+で置きかえたものを作り，鉄イオンに一酸化炭素が配位したときのコ
バルトイオンの EPRの変化を観測し， α 鎖とβ 鎖がかなり異る性格を持つものであることを示した。
本論文はミオグロビンとヘモグロビンの機能を理解する上で重要な多くの知見を報じており学位論文
として価{直あるものと i忍める。
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